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   The serum antibody response to P-fimbriae of Escherichia coli in patients with genitourinary 
infections was investigated with enzyme linked immunosorbent assay (ELISA) for P-fimbriae-specific 
IgG antibody. 1) Female patients with acute pyelonephritis had a significantly (P<0 .01) higher 
titer of serum IgG antibody by ELISA, compared with patients with acute cystitis or control 
subjects. The prevalence of positive serum IgG antibody response was 65% in patients with 
acute pyelonephritis. 2) Patients with epididymitis with high fever had a significantly (P<0.01) 
higher titer of serum IgG antibody by ELISA, compared with patients with epididymitis without 
fever or control subjects. The prevalence of positive serum IgG antibody response was 60% in 
patients with epididymitis with high fever. 
   Therefore, 65% of female patients with acute pyelonephritis and 60% of patients with epididy-
mitis with high fever are infected with P-fimbriated E. coli. The measurement of serum antibody 
response to P-fimbriae must be helpful for the diagnosis and the antibiotic therapy of epididymitis.
(Acta Urol. Jpn. 36: 1-6, 1990)
















































の尿所見の検討は除外し,主 に臨床症状,す なわ ち


























な わ ち,特定 の急 性 腎孟 腎炎 患 者 よ り分 離 され たPPA
テス ト8》強 陽性 を示 すP線 毛保 有 大 腸 菌株 の非 運 動 性
変 異 株 をCFA培 地9)で37℃,48時間 培 養 して え た
菌 体 か ら ブ レ ンダー を用 い て線 毛 を 分 離 し,菌 体 を 遠
心 除 去 後,50%硫 安塩 析 を 行 い,得 られ た 沈 澱 分 画
をTSKG3000SW(東 洋 曹 達)を 用 い て 高 速 液体
ク ロマ トグラ フ ィー にか け精 製 した.bufferは,0.25
%SDS,100mMNaCl,10mMDithiothreitolを
加 えた10mMHepes液 を 用 い た.精 製 した 線毛 抗
原 はSDS-PAGEI。)で1本の パ ン ドを 示 した.
〔3〕ELISA法
Doddら11)の方 法 に従 いつ ぎの よ うに 行 った.精 製
したP線 毛 はbicarbonatecoatingbuffer(pH9.6)
に 溶解 し濃度400μg/mlとし,ELISA用96穴mi-
croplate(Greiner社)の各wellに 精製 したP線 毛
抗原 溶 液 を50μ1つ つ 分 注 し,4℃ で 一晩 静 置 し固
相化 し た.非 固相 化 抗 原 除 去 後4%bovineserum
albuminで室 温2時 間blockし,phosphate-buff-
eredsaline.O.05%Tween20(PBST)にて3回 洗 浄
後,倍 数希 釈 系 列 の被 検 血清 お よび1人 の特 定 の健 康
人 の コ ン トロール血 清50μ1を 分 注 し37℃30分 反
応 させ た.血 清を 除 去洗 浄 後500倍希 釈 のperoxydase
標 識 抗 ヒ トIgGヤ ギ血 清(カ ッペ ル社)50μ1を2
次 抗 体 と して加 え,37℃60分 間 反 応 さ せ た 後,o-
phenylendiamineを用 い て発 色 反 応 を 行 い,10分 後
2N」且2SO4にて 反 応停 止 後,492nmに お け る 吸光
度 を それ ぞ れ測 定 した.
〔4〕 抗 体価 の決 定
同一 のmicroplateにおけ る特 定 の健 康 人 の コ ン ト
ロール血 清 の100倍希 釈 の 吸光 度 と同 じ吸光 度 を示 す
被 検血 清 の 希釈 倍 数 を,そ の 被 検血 清 の 抗 体価 と し
た 。
対 数 変 換 す る こ とに よって え られた 急 性 腎 孟 腎炎 お
よび急 性 膀 胱炎 の対 照 で あ る成 人 女子 対 照 群22例の抗
体価 の平 均+3倍 標 準 偏 差は710倍 で あ り,精 巣 上体
炎 お よび 慢 性 前立 腺 炎 の 対照 で あ る成 人 男子 対 照 群20
例 の抗 体 価 の 平 均+3倍 標 準 偏 差 は638倍であ った の
で,800倍以 上 を有 意 な 上 昇 とし抗 体価 陽性 と決 め た 。
統計 的 な 有意 差 の検 討 は,抗 体 価 を対 数 変 換 した 後
























































































































































































































































均+3倍 標準偏差は710倍で あった.従 って成人女子
急性腎孟腎炎においては,800倍以上を有意な抗体価
の上昇(陽性)と して検討を行った.複数の血清がえ

































































































稿 を終えるにあた筋 貴蕊なる症鋳 を提鉄 して頂いた騨速
病院諸先生方,教 室員諸兄に心 よ り感謝致 します.
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